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第
二
固
定
例
町
議
会
が
六
月
三
十
一

日
二
十
二
日
の
両
日
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
十

一
判
、
陳
情
二
件
、
前
顕
一

件
の
他
、
一
般
質
問
が
あ
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
審
議
さ
れ
た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
職
員
の
給
与
に
附
す

る
条
例
の

一
抑
制
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

『市- ←

こ
れ
は
、
今
金
町
腕
只
の
給
与
に
閲

す
る
条
例
に
よ
る
も
の
で
‘
従
来

「三

千
五
百
円
」
で
あ
っ
た
も
の
が
寸
七
千

円
し
と
改
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

り
ま
す
。

歳
入
歳
出
補
正
訓

「六
千
七
百
九
十

三
万
三
千
円
」
で

総
額
「
六
億
八
千
五

百
六
十
五
万
一
千
円
」
と
な
り
ま
す
。

-
昭
和
五
十
八
年
度
今
金
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘

定
補
正
予
算
(第
一号
)
に
つ
い
て

当
初
概
数
計
却
で
あ
る
こ
と
と
入

院
外
来
忠
者
円
移
動
に
よ
る
も
の
で
、

病
院
事
業
収
談
寸
山
百
八
十
九
万
円
」

を
追
加
、
収
躍
的
収
入
総
制
「
九
億
二

百
三
十
一
万
六
千
円
」
と
な
り
ま
す
。

収
益
的
支
出
に
つ
い
て
は
、
医
療
資

材
の
脱
入
に
よ
り

「
四
百
七
十
五
万
円
」

を
追
加
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

資
本
的
支
出
に
つ
い
て
は
、
診
務
用

器
具
の
購
入
、
医
師
住
宅
の
地
築
な
ど

で
あ
り

「一

千
七
百
八
万
三
千
円
」
を

追

加

総

制

「一-
一
千
五
百
十
-
一
万
五
千

円
」
と
立
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

-
昭
和
五
十
八
年
度
今
金
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
(
第
三
号
)
に
つ
い
て

歳
入
に
つ
い
て
は
、
金
保
持
金
簡
易

水
道
建
設
事
業
等
に
伴
い

ヨ
一
十
五
万

円
し
が

一
般
会
計
か
ら
組
入
繰
越
金

と
し
て
寸
五
十
九
万
四
千
円
」
が
追
加

に
な
る
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
各
簡
易
水
道
屯

気
保
安
委
託
料
寸
四
十
七
万
円
L

や
北

屯
負
担
金

「
三
十
五
万
円
」
な
ど
が
追

加
と
な
り
、
補
正
額
が
「
八
十
二
万
円
」

マ
課
税
政
日
限
度
制
が
寸
二
十
七
万
問
」

で
あ
っ
た
も
の
を
「
二
十
八
万
円
」
に

改
め
、
六

O
%軽
減
対
製
の
被
保
険
者

向
司
訓
紙

}
人
に
つ
い
て

「
七
千
八
百

円
し
を
「
九
千
円
」
に
、
世
出
別
平
均

削
知

一
世
棺
に
つ
い
て

二

万
五
千
六

百
円
」
を
「

一
万
七
千
四
百
円
」
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

税
法
に
規
定
す
る
凶

O
%軽
減
対
象

的
被
保
険
者

一
人
に
つ
き
「
寸
八
万
円
」

を
「
十
八
万
五
千
円
」
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
更
に
、
被
保
険
者
均
号
制
制

一

人
に
つ
い
て

「
五
千
二
百
円
し
を
寸
六

千
円
」
に
世
惜
別
平
等
訓
制

一
世
情

に
つ
い
て

二

万
凶
百
円
」
を

「
一
万

一
千
六
百
円
し
に
改
め
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
胤
定
は
今
年
度
か
ら

適
用
し
、
昨
年
度
ま
で
の
国
民
保
険
制
悦

に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
う
り
と
い
た
し

ま
す
。

-
金
原
小
学
校
改
築
工
事
請
負

契
約
締
結
に
つ
い
て

工
事
の
槻
市
首

建
築
市
般
八
凶
三
耐

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建

百
通
教
室
凶
、
図
書
室

保
健
室

一

、
特
別
教
室

職
只
室

一

と
な
っ
て
お
り
、
十
月
中
に
完
成
的

見
込
み
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

-
金
原
鈴
金
簡
易
水
道
建
設
工

事
請
負
契
約
締
結
に

つ
い
て

総
郁

二

億
九
千
六
百
七

1
九
万
三
千

工
事
の
概
要

マ
増
水
施
設

R
C
造
平
家
佳

一
棟
四
五
、二
四
川

鋭
鉄
送
水
官

dv

一O
O怖

L
I
一
、
九
三
O
m

v配
水
施
設

配
水
池
P
C
造
一
池
二
而

貯
水
量
一
凶
四
川

配
水
布
設

'φ
'
一
五
O
M

L
I四
、
一
八
七

五
m

と
な

っ
て

お

り

十

一
月
中
に
完
成

町
干
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

-
町
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

こ
れ
は
道
路
法
に
も
と
づ
く
も
の

で
、
稲
相
二
号
線
「一

、
二
四
二
、
五

O

m
」
を
起
占
終
山
町
変
更
に
と
も
な
い

寸一一一五
八
、
四
六
m
」
と
す
る
も
の
で
す
。

-
今
金
町
過
疎
地
域
振
興
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

過
陣
地
地
振
興
特
別
措
世
法
に
よ
る

も

の

で

山

辺

林

道

学

校

教

育

施

設
水
道
胞
設
‘
消
防
施
設
、
民
業
施

設
な
ど
を
計
画
に
追
加
取
り
入
れ
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

四一

-
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に

つ
い
て

今
金
町
字
今
金

山
世
間
勝
昭
氏
(
五
寸
四
歳
)
が
任

期
尚
了
で
あ
る
こ
と
か
ら
再
認
さ
れ

た
も
の
で
す
。

-
昭
和
五
十
八
年
度
今
金
町

一

円
」
と
主
り
ま
す

a

子
供
が
病
気
を
せ
ず
、
他
胤
に
育
つ

た
め
に
は
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
の

あ
る
体
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ

こ
と
や
、

2

寸
分
に
略
服
を
取
る
な
ど
、

規
則
正
し
い
生
活
態
度
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
栄
養
が
取
れ
る
よ
う
な
食
生
活
を

す
る
こ
と
が
必
裂
で
す
。
最
近
の
子
供

た
ち
に
特
に
目
立
っ
て

い
る
健
康
上

向
問
題
占
を
い
く
つ
か
述
べ
て
み
ま
し

ょ、っ
。

A

園
田
園

こ
の
頃
は
栄
養
不
足
は
影
を
U
そ
め
、

肥
尚
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
供
向
肥
満
は
成
人
的
肥
偏
に
つ
な
が

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
肥
っ
て

い
る

と
言
う
こ
と
が
、
す
べ
て
恕
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
肥
っ
て
い
て
も
健
康
な

ら
ば
よ
い
の
で
す
。
い
け
な
い
の
は

「
肥
り
過
ぎ
」
な
の
で
す
。

肥
尚
が
間
阻
と
な

っ
て
〈
る
の
は、

小
学
生
か
ら
中
，
半
生
町
頃
で
す
。
そ
れ

は
、
こ
の
頃
の
肥
満
が
成
人
の
肥
尚
に

つ
な
が
り
や
す
い
傾
向
に
あ
る
か
ら
で

す
。
肥
尚
に
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
体
質

も
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
が
日
く
な
る
に

つ
れ
て
、
立
都
内
影
間
世
が
強
く
な
っ
て

き
ま
す
。
何
を
良
べ
て
も
、
良
べ
過
ぎ
れ

ば
、
残

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
脂
肪
と
な

っ
て
体
に
た
ま
っ
て
い
き
、
肥
尚
と
百

う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

特
に
、
脂
肪
や
納
分
的
取
り
過
ぎ
が

即
凶
の
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
子
供

で
は
、
脂
肪
分
的
多
い
'
は
品
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
あ
ん
版
、
加
分
円
多
い
お
や
つ

や
飲
み
物
な
ど
を
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
っ

に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

目

ヨ

U
英
字
目
1
ル

日
取
近
で
は
、
成
人
前
向
姑
ま
り
も
子

供
の
聞
か
」
り
と
一口口I
わ
れ
て
い
ま
す
。

成
人
前
と
言
、
っ
と
、
血
液
町
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
価
が
向
い
と
言
う
こ
と
が
話

題
に
な
り
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、す

な
わ
ち
有
害
と
言
フ
の
は
誤
り
て
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
は
、
体
的
組
成
を
つ

く
る
の
に
必
要
な
物
主
の
で
す
固

一
定

の
量
的
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
、
体
内
に

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
発
計
H
盛

り
の
時
期
に
は
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も

般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

マ
歳
入
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
は
、
地

方
交
付
税
の

「
五
千
二
百
」
l

一
万
四
千

円
」
追
加
は
当
初
什
格
干
抑
で
あ

り
ま
し
た
も
の
が
‘
概
担
交
付
の
確
定

に
よ
る
も
の
で
す
ロ

岡
市
即
納
助
金
の

「二
千
百
六

4
万
八

千
円
」
追
加
は
、
神
百
六
組
々
泣
路
制

装
、
イ
凶
軍
機
械
控
備
に
ふ
U

か
る
補
助
金

町
確
定
に
よ
る
も
円
で
す
。

迫
補
助
金
町
二
千
二
百
三
万
四
千

円
」
追
加
の
主
な
も
の
は
、
内
用
牛
劫

咋
改
普
実
践
事
業
に
つ
い
て
は
、
認
可

申
泊
中
で
あ
り
ま
し
た
が
こ
れ
の
承

認
に
よ
る
も
の
で
す
。
鈴
金
地
区
ほ
場

抗
日
怖
地
形
図
作
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
主
体
が
、
当
初
、
道
で
あ
り
ま
し

た
も
の
が
団
体
也
事
業
と
主
り
町
に
変

更
、
干
鮮
の
組
貯
え
と
な
っ
た
も
の
で

す
。そ

の
他
的
荒
資
金
的
「
五
千
万
円
」

に
つ
い
て
は
、
当
初
概
幻
で
あ
り
ま
し

た
こ
と
か
ら
今
回
追
加
と
な

っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す

a

政
入
補
正
組

二

億
五
千
百
八
十

四
万

一
千
円
」
が
追
加
と
な
り
‘
総
制

「三
十
五
億
八
十
四
万

一
千
問
」
と
な

り
ま
し
た
。

マ
脱
出
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
は
、
社

会
制
組
総
務
官
「
五
千
万
円
」
の
迫
加

は
、
国
民
位
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘

定
へ
の
脱
出
金
で
あ
り
当
初
、
概
算

で
あ

っ
た
こ
と
と
、
療
養
給
付
自
の
仲

(
第
一

号
)

ほ
か
の
栄
養
素
と
同
級
必
要
な
物
な
の

で
す
か
ら
、
卵
も
牛
乳
も
肉
も
適
当
に

取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最
近
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
価
の
低
い
子
供
が
い
て
、

栄
養
の
改
普
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
肥
満
も
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
が
栄
整
不
良
も
よ
く
主

い
の

で
す
.

自

民

血

貧
血
と
官
、
つ
の
は
、
赤
血
球
の
数
が

少
な
過
さ
た
り
、
ホ
血
球
に
含
ま
れ
る

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
が
少
な
過
ぎ
る
こ

と
で
す
。
日
日
山
で
は
、
血
液
中
的
銑
が

不
足
す
る
た
め
に
貧
血
に
な
る
こ
と
が

福
祉
課
保
健
係

多
い
の
で
す
。

な
ぜ
胤
液
の
中
町
蝕
が
不
足
す
る
か

と
日
え
ば
、
病
気
に
よ
る
の
は
特
別
な

場
合
で
、
普
通
は
食
べ
物
か
ら
銑
を
取

る
こ
と
が
足
り
な
い
た
め
で
す
。
偏
食

の
干
悼
の
顔
色
が
悪
い
の
は
、
こ
の
た

め
で
す
。
ま
た
、
月
経
が
始
ま
っ
た
女

子
で
は
、
そ
の
た
め
に
貧
血
状
態
に
な

る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
だ
る
さ
め
ま
い
な
ど
町
症
杭
が
伴

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合

に
も
、
鉄
を
多
く
含
ん
で
い
る
食
品
を

た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
叫
用
い
る
食
品
で
鉄
を
多
く
古
ん

:..0 

日
に
よ
る
補
て
ん
を
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。道

路
維
持
、
道
路
新
設
改
良
山
口
「
八

千
百
七
十
万
円
」
は
、
神
丘
十
号
融
制

修
工
市
中
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
内
購
入

等
の
市
中
業
認
定
に
よ
り
追
加
し
た
も
の

で
す
。

救出
H
山口寸
二
千
四
百
十
六
万
六
千
円
」

の
追
加
に
つ
い
て
は
、
金
原
小
学
校
を

始
め
と
す
る
外
純
工
事
に
か
か
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

歳
出
補
正
額
二
位
五
千
百
八
十
四

万

一
千
円
L

が
追
加
、総
額

三
二
十
五
億

八
十
四
万

一
千
円
」
と
な
り
ま
し
た
。

( 2 1 

-
昭
和
五
十
八
年
度
今
金
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘

定
補
正
予
算
(
第
一号
)
に
つ
い
て

国
民
健
服
保
険
税
「
二
一
千
一
万
三
千

円
」
円
減
額
は
、
当
初
、
税
率
が
不
確

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
概
算
計
上
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

療
養
給
付
費
生
寸
負
担
金
「
三
千
四
百

三
十
六
万
六
千
円
し
の
迫
加
は
、
税
問

機
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、

一
般
会
計
繰

入
金
「

E
千
万
円
し
の
追
加
に
つ
い
て

は
、
保
険
者
に
対
し
大
幅
な
税
負
担

を
さ
け
る
た
め
、
牒
入
追
加
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
蔵
入
問
機
内
理

由
で
あ
り
、
療
養
給
付
山
口
療
養
費
で

「
六
千
七
百
九
十
三
万
二
千
円
」
を
追

加
、
療
相
位
取
扱
機
関
に
対
す
る
診
療
報

酬
保
険
者
負
担
分
、
立
替
分
な
ど
で
あ

で
い
る
の
は
、
豚
や
幼
の
レ
パ

l
、
ひ

じ

き

煮

干
し
、
し
じ
み
な
ど
で
す
。

ま

た

牛

肉

レ

パ

あ

さ

り

だ

い

ず
、
は
う
れ
ん
そ
う
主
ど
も
鉄
を
含
ん

で
い
ま
す
。

白
む
上
回
白

む
し
曲
は
一
歳
半
聞
か
ら
増
え
て
き

ま
す
。
乳
曲
は
ど
う
せ
生
え
変
わ
る
の

だ
か
ら
と
言
っ

て
、
乳
曲
町
む
し
歯
を

軒
祝
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
乳
曲
の
む

し
尚
は
永
久
歯
肉
む
し
曲
へ
と
伝
わ

り
ま
す
し
、
永
久
曲
町
並
び
方
を
悪
〈

す
る
原
凶
と
も
な
り
ま
す
。
ま
た
曲
槽

帆
刷
出
向
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

む
し
曲
の
最
大
向
原
凶
は
砂
粉
で
あ

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

砂
踏
を

一
度
に
大
量
に
摂
取
す
る
こ
と

よ
り
も
、
並
立
で
も
一
日
に
何
回
も
口

に
入
れ
る
こ
と
の
方
が
、
む
し
曲
に
な

り
や
す
い
の
で
す
。
砂
糖
内
入
っ
た
ケ

キ
や
和

州市
干
を
食
べ
甘
い
飲
み
物

を
飲
む
。
そ
し
て
そ
の
後
は
、
チ
ュ
ー
イ

ン
ガ
ム
を
か
み
続
け
る
と
言
っ
た
具

合
で
は
、
た
ち
ま
ち
む
し
曲
に
な
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。

む
し
曲
を
干
防
す
る
に
は

間
宜
的

砂
踏
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
い
わ
由
る
ジ
ュ
ー
ス
如
何

一

缶
町
中
に
は
、
お

g
も
の
砂
帥
聞
が
古
ま

れ
て
い
る
の
で
す
.
こ
の
誌
は
、
コ

ー

ヒ
ー、

相
茶
用
的
砂
糖
=
一
袋
分
に
相
当

し
ま
す
。
そ
し
て
食
べ
た
後
に
曲
を
磨

〈
こ
と
が
大
切
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
脱
出
く
の
が
困
雌
な
場
合
に
は
、
水

民
¥

(3 1 



J
 な

ど
で
目
的
中
を
よ
〈
す
す
ぐ
だ
け
で

も
、
む
し
曲
は
ず
い
ぶ
ん
防
げ
る
も
の

で
す
.
ま
た
、
も
し
む
し
曲
が
あ

っ
た

ら、

U
干
く
治
療
し
ま
し
ょ
う
.
む
し
曲

は
自
然
に
泊
る
な
ど
と
言
う
こ
と
は
な

く
活
実
に
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。

襲
撃
髪
護
霊
護
霊
m
荻
窪
護
霊
華
麗
護
護
霊
護
霊
護
萎
護
霊
翠
護
委
譲

そ
の
鞘
来
、
九
十
二
名
門
柿
尿
病
町

中
山
唱
さ
ん
が
眼
科
的
検
査
を
受
陰
、
そ

の
う
ち
十

一
名
が
蛸
尿
胡
世
嗣
脱
症
町

疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
現
在
、
他
柑
院

版
科
で
村
密
輸
査
、
加
時
を
、
つ
け
て
お

り
ま
す
。

当
摘
院
内
で
診
療
中
町
制
尿
病
の
忠

唱
さ
ん
の
中
で
其
削
に
通
院
、
加
山
開
を

畳
け
て
い
な
い
方
が
お
り
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
に
告
側
続
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も

最
低

一
ヵ

月
に
、

一
回
位
は
診
察
を
う
け
て
く
だ

さ
い
.

病鴎
よTこ

最
近
は
成
人
出
の
一
つ
で
あ
る
糊

尿
病
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
.

当
院
で
も
、
外
来
入
院
併
せ
ま
す
と

百
五
名
町
制
尿
病
血
者
が
治
療
を
う
け

て
お
り
ま
す
。

制
尿
病
は
、
部
く
な
る
と
制
限
症
や

神
経
先
(手
足
の
し
び
れ
や
知
覚
障
害
)

結
尿
病
世
腎
症
(
腎
不
全
や
尿
器
詑
)

な
ど
の
合
併
症
が
お
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
踏
尿
病
性
嗣

脈

経

は

肱

っ
て
お
き
ま
す
と
失
明
し

た
り
し
ま
す
。
そ
町
チ
エ

y
ク
を
五
月

十
六
日
.
六
月
二
十
五
日
と
二
回
に
わ

け
て
札
幌
医
大
眼
科
講
師
竹
田
先
生
に

来
院
闘
い
結
尿
病
の
眼
科
的
輸
査
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

以
上
、
子
供
向
健
康
上
司
問
問
点
に

つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
た
。

瓦
で
す
.
子
供
は
外
で
遊
ぶ
こ
と
が

一
帯
子
供
ら
し
い
も
の
で
す
。
夏
休
み

大
い
に
遊
ば
せ
、
丈
夫
な
体
づ
く
り
を

し
ま
し
ょ
う
.

小
児
科
診
療
に
つ
い
て
は
師
片
山

田、

4
門
医
に
来
院
を
聞
い
診
療
し
て

い
た
だ
い
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
八

H

か
ら
、
五
週
あ
る
月
は
五
迎
目
的
迎
も

診
療
を
お
こ
な
、
ヲ
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
出
来
る
だ
け
専
門
医
に
よ
る
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
.

8
月
白
小
児
科
修
察
日

8
月
3
日
(
木
)

8
月

4
臼
(
木
)

8
月
刊
日
(
木
)

8
月
日
目
(
木
)

午
後
か
ら

午
前
、
午
後

午
後
か
ら

午
前
、
午
後

第

8
固

光
の
里
学
園
運
動
会

字
削
大
巡
励
金
が
七
月
三
日
に
怖
さ

れ
、
山
晴
天
候
の
風
と
砂
路
町
中
で
従

脱
走
や
風
船
訓
障
害
物
競
走
な
ど

二
十
七
種
目
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

ま
た
.

-
般
の
競
技
参
加
や
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
日
亦
奉
仕
団
干
を
つ

な
ぐ
税
町
会
、
神
丘
地
区
部
部
述
合
全
、

北
高
生
徒
有
志
主
ど
の
ご
協
力
が
あ
る

な
ど
背
に
声
援
を
う
け
て
、
ま
ず
は

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
a

き
れ
い
に

四
H
ク
ラ
ブ
町
人
た
ち
六
人
が
、
七

月
九
日
小
百
合
保
有
凶
円
草
刈
を
し
て

員

人事

田I耳哉
σ〉

七
月

一
日
付
で
止
の
と
お
り
持
動
が

あ
り
ま
し
た
。

-v
総
務
課

課

長

小
西
敏
明
(柑
刷
会
事
務
局
長
)

補

佐

久

保

問

庄

二
総
務
課
主
幹
)

財
政
係
浦
戸
脱
出
(
町
民
諜
住
民
係
)

V
企
画
課

課

長

坪

間

有

隆

(総
務
課
長
制
佐
)

企
画
係
長
崎
他
司
(
耕
地
諜
地
籍
調

五
係
)

V
町
民
銀

住
民
係
民

住
民
係

上
聞
邦
字

(侃
祉
課
柿
祉

係
長
)

制
倉
山
町
子

(農
林
諜
雌
業
振

興
係
)

-v
福
祉
課

編
制
係
長

杉
内
秀
次

(町
民
諜
住
民

係
長
)

午
後
か
ら

午
前
中

午
後
か
ら

午
前
、
午
後

午
後
か
ら

午
前
、
午
後

8
月
げ
目
(
木
)

8
月
同
日
(
木
)

8
月
沼
田
(
火
}

8
月
回
目
(
木
)

8
月
抗
日
(
木
)

9
月
l
日
(
木
)

NHK鉄路の旅・

わが心の

瀬棚線E

ー

〈
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ク
ラ

7
の
主
旨
、
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
前
動
向
い

つ
か
ん
と
し
て
毎
年

実
施
、
央
し
く
、
凶
児
が
怪
我
の
な
い

よ
う
に
と
円
思
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

先
生
方
も
大
山
岳
び
四
H
ク
ラ
ブ
の

人
た
ち
と

一
紡
に
草
刈
に
制
だ
し
て
お

り
ま
し
た
。

-v
農
林
課

内刷
業
振
興
係
官
本
将
(柿
制
疎
開
M
M
佃
係
)

マ
耕
地
際
、
-贋揖
開
発
想

補

佐

市

原

正

(姐
設
課
怨
設
係
長
)

地
絡
調
査
係
川
原
究
明

(企
画
課
企

画
係
)

マ
建
設
標

補
佐
組
処
設
係
長

用
地
係
長

大
和
英
雄

(
辿
政

誕
民
補
佐
)

也
雌

(
企
回
線
企
画

係
長
)

佐
久
間
優
一
(
建
設
謀
用

森

管
理
係
長商

工

会
婦
人
部
の
人

達

同
鉄
ロ
ー
カ
ル
仙
酬
を
吋
仏
製
に
、

N
H

K
番
組
が
瀬
川
棚
組
を
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。瀬

棚
で
生
ま
れ
た
映
画
俳
優
の
山
田

吾

一
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
、
七

H
六
、
七
、
八
日
と
ロ
ケ

l
ン
ョ
ン
を
お

こ
な
い
、
わ
が
ふ
る
郷
今
金
町
町
姐
村

は
、
英
利
河
ダ
ム
工
事
現
場
か
ら
始
ま

り
、
英
利
河
温
泉
、
花
石
駅
長
円
石
怖
さ

ん
と
の
八
雲
中
学
当
時
的
活
し
や
花
石

町
今
野
さ
ん
と
メ
ノ
ウ
石
町
出
し
、
そ

し
て
今
金
町
の
特
産
品
で
あ
る
山
山
崎

し
ょ
「
い
も
料
理
」
の
招
介
を
ク
ン
キ
ン

グ
サ
ー
ク
ル

何
人
た
ち
が
、
日
記
に
、
神

丘
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
告
の
こ
と
、
立
医

地
係
長
)

他
設
係

中
山
削
引
(水
道
主
水
道
係
)

-v
水
道
重

室

長

品

山

英

弘

(耕
地
課
長
補
佐

班
民
業
開
発
謀
長
補
佐
)

(4 ) 

-v
験

会

事
務
局
長

大
塚
勝
一
ニ
(
教
育
委
貝
会

官
邸
課
長
)

-v
教
育
委
員
章

作
四
世
誕
長
若
山
省
三
(
学
校
救
出
H
係
長
)

学
校
教
育
係
長
川
山
紀
邦

(建
設
諜

管
理
係
長
兼
維
持
係
長
)

互
に
む
け
て
交
通
都
故
が
お
き
や
す

い
こ
と
か
ら
、
七
月
凶
日
交
通
安
全
、

ン
l
ト
ベ
ル
ト
を
し
め
て
く
だ
さ
い
と

街
顕
警
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
.

商
工
会
婦
人
部
の
人
た
ち
六
人
の
ご

協
力
に
よ
り
、
チ
ラ
ン
や
応
泡
ば
ん
な

ど
を
入
れ
た
袋
行
酬
を
配
布
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

七
月
九
日
に
は
、
交
通
安
全
推
進
委

只
全
の
主
慌
の
も
と
に
北
柏
山
警
察
署

長
、
町
長
等
を
は
じ
め
に
、
各
団
体
的

代
表
三
十
名
門
参
加
ご
協
力
に
よ
り
、

市
街
パ
レ
ー
ド
を
尖
施
、

一
人

一
人
が

気
を
つ
け
る
よ
う
に
と
昨
び
か
け
ま
し

た
.

官

会

萩
野
時
子
さ
ん
の
こ
と
な
ど
‘
約
二
十

分
に
お
よ
ぶ
初
介
が
、
七
月
二
十

一
日

夜
七
時
三
十
分
に
肱
映
さ
れ
ま
し
た
.

北
楠
山
町
的
招
介
の
な
か
で
、

血H
年

会
議
が
題
材
と
し
た

「瀬
棚
組
廃
止
反

対
」
町
中
で
、
山
間
吾

一
さ
4
が
倍
さ

れ
た
首
誌
に
「
東
せ
る
こ
と
を
考
え
る

よ
り
、
自
分
た
ち
が
来
る
べ
き
」
の
発

言
な
ど
、
チ
ヨ

y
と
耳
の
摘
い
話
し
が

と
び
出
す
な
ど
ロ
カ
ル
瀬
棚
棋
と

懐
し
き
ふ
る
型
を
招
介
し
て
く
れ
ま
し

た
.こ

町
ロ
ケ
に
仙
し
、
多
数
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
.

い
も
料
理
を
と
も
巳
す
る
山
田
吾
一
さ
ん
と

7
v
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
人
だ
ち

(5 ) 



例 7/""I<f美子三たのしい手芸

井 上 相 子 = い ろ い ろ な 料 理

=みんなの料理1

トミ =たのしいおやつ

〈一般図書〉

古川英治=全集 (2 ) 

三好 徹=帝王が梢えた日

品尾敏雄=過i!'印〈時的中で

松井-J，t;:1 
}すばらしい朝1を抱いて

西悶耕三 j

'品館 来昨平=グラス町中のjlj

E吉野 澄=正しきものは強くあ

れ

JI(出 誓ーニ涙のアディオス

Llifl 一組=夢のあがり

広田勝典=火の降る日

直J;;t 昭夫=土 と火傘女

竹内j))太PI\~仮面的誘惑

山悶英知子=互の梢に

加藤幸子 二世Lの壁

板垣弥之助=非行少年なんていな

し、

τ一 町民センター図書館だより

川|務所案内
消阪和義=万葉のふるさと 山 町 市

安西 均~B本町神話

江川事一郎=楽 Lくなる英語

永田 崎 = ，~~~つ りのすべて

米間 園都=人|町内カらだ

矢野健太郎=これからの数学

松各自彦=公笹のはな L

晶子 武司=きみだけではない

星野安三郎=懲法を考 える

上田 次郎=みんなのゲーム遊び

千尾 将 =24時間利用法

今里子 四輔=幽溢のはなし

中村 敏雄=スポー ツとは何か

新崎盛邸=~II I純町'J>いた近

民麿武俊=君は どんな性拍か

ポプラ社編集部=悩みにこたえる

佐久間 英三名前、なまえ

河原崎国太郎=出戯とは何か

阿部幸子=衣生活向〈ふう

五味 品子=食生活のくふう

舟木英保子=わたしたちの住まい

" た の し い 家 庭 生 活

鈴木テル子三かわいい小物

井上和子=みんなの衣服

" 
4、<*

〈児童図書〉

日本児童文学者協会= くじらにな

った 1年生. コ y クさんは 2年生。

走れ 3年 2組。 4年 4組さくら色。

5年内夏やすみ.風にのる 6年生。

樺砧 忠夫= 日本のことば

樋口 恵子=北町背春ノート

増井 光子=わたしの動物記

田中 笑=科学的歩み

佐藤 忠夫=戦争はなぜおこるか

司代隆三 =百人一首物館

山本武利=新IlIJテレビをどうみ

るカ‘

岡本 良一=大阪域物悟

地回弥三郎= 日本のことわざ

桂 米朝=干害賠 と私

市川 房枝=訟のいいたいこと

平井 信義=思器JUJへのメ yセ

ジ

吉田ノレイ子=ぼくの肌は t.I.~， ぃ

小腸郷右=花火をあげる

小原秀雄=人!日lは伺から生まれ

たカ・

久枝=おとなになる旅

唯之=この一時

~ì吾 = さよなら先生

勝美=7点字町はな L

労 =さいご町レサイン

ちょ =霊 と友情

敏子=詩的世耕

地

藤

井

田

野

船

田

湾

近

織

山

大

平

日

:、-

務 開先

光の.T.学 ，.
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福
祉
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら

証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

i亜子=原野町子ら

ー
提
出
期
限
は
八
月
三
十
日
ま
で
に
!

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
年

に

一
度
国
民
年
金
証
呼
を
提
出
す
る
こ

と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
.

拠
出
さ
れ
た
国
民
年
金
証
性
に
支
給

さ
れ
る
翻
を
記
入
し
て
受
給
者
に
お
返

し
す
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
証
魯
は
、
八
月
十
一
日
(
八

月
期
支
払
日
)
以
降
、
年
金
を
受
け
と

り
ま
し
た
ら
、
稲
祉
慨
年
金
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
.

提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
十
二
月
期
以

吉 田

降
町
年
金
が
畳
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
.

な
お
、
福
祉
年
金
は
、

一
定
の
所
得

が
あ
る
と
年
金
円
支
払
い
が
一
時
差
し

止
め
ら
れ
ま
す
が
、
今
ま
で
所
持
が
多

か
っ
た
た
め
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
人
で
も
今
年
か
ら
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

ぜ
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
.

《相
祉
際
年
金
係
か
ら
v

身
体
障
害
者
の
方
々
の
入
校
前

受
講
適
性
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

@
申

込

先

国

立
北
海
道
身
体
断
出
唱

職
業
訓
練
校

砂
川
市
焼
山
同
番
地
(
0

7

3

0

1

}

屯
路
0

1

2

5

5

1
2
1
2

7

7

4

@
期
間
及
び
日
時
昭
和
時
年
7
月
1

日
1
昭
和
田
年
3
月
中
切

i

毎
日
9
時
四
分
よ
り

@
相
股
内
容
訓
融
校
町
訓
練
内
容
の

説
明
且
ぴ
希
盟
科
目
肉
体
験
、
訓
融
科

回
選
び
の
相
賊
等

@
受
鴎
手
当
の
支
給
受
講

(相
談
)

を
終
え
ら
れ
た
方
に
は
止
の
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

旅

費

往

復

実

施

手

当

一
日
三

千
八

O
同
本
校
寄
宿
舎
あ
り

@
持
参
す
る
必
要
書
頬
等
身
体
障
害

者
手
帳
噂
住
民
以

一
週

・
印
鑑

戦
没
者
等
の
妻
及
び
戦
没
者
の

父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金

支
給
法
が
改
正
に
な
り
ま
し
た

付
金
支
給
法
関
係

第
七
回
特
別
給
付
金
回
路
償
券
い
号

の
最
終
償
還
を
終
え、

昭
和
五
十
八
年

四
月

一
日
に
お
い
て
年
金
等

「遺
族
年

金

(
給
与
金
)
公
務
扶
助
料
」
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
に
改
め
て
.
総
額
六
十

万
円
町
国
債

(五
年
倒
温
情
利
子
)
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

償
還
開
始
は
、
昭
和
五
十
八
年
九
月

十
四
日
か
ら
で
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
餌
祉
課
接
被
係
へ

行
方
不
明
者
の
相
談
所
開
設
に

つ

い

て

の

お

知

ら

せ

み
な
さ
ん
の
家
族
や
親
族
同
方
で
家

9
月
5
、
6
、
7
日

出
を
し
た
り
、
出
強
先
な
ど
か
ら
突
然

行
方
不
明
に
な

っ
た
人
は
お
り
ま
せ
ん

カ
1
1
1
11

-v
戦
没
者
等
の
警
に
対
す
る
特
別
給
付

金
支
給
法
問
保

第
四
回
特
別
給
付
金
国
庫
償
券
い
号

の
最
軒
償
還
を
料
之
、
昭
和
五
十
八
年

四
月

一
臼
に
お
い
て
年
金
等

「
遺
族
年

金

(給
与
金
)
公
務
扶
助
料
」
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
に
改
め
て
、
総
似
百
二

十
万
円
の
国
側

(
十
年
償
還
無
利
子
)

が
支
給
さ
れ
ま
す
.

償
還
開
始
は
、
昭
和
五
+
九
年
四
月

三
十
日
か
ら
で
す
.

-v
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給

人人

工工

腸旺

脱門

保
有
者
の
方
へ

互
療
全
を
ご
存
知
で
す
か
?
互
療
会
法
適
用
の
た
め
の
連
動
も
し
て
お
り
ま

は

術

後

円

相
談
‘

療

護

体

験

、

器

具

す

.
お
近
く
の
支
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

の
使
用
主
ど
に

つ
い
て
の
経
験
的
交
流

町

で

左

記
へ

ご
述
耕
下
さ
い
.

や
制
服
の
回
復
.

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
内
向

干
陥
東
京
都
港
区
新
橋
五
回

上
の
た
め
同
町
配
者
、
家
族
、
医
療
附
係

一
二

大
芳
ピ
ル

者
の
皆
さ
ん
と
努
力
し
て
ま
す
。
ま

た

、

五

療

体

事

務

所

障

害

年

金

町

改

正

身

体

障

害

者

福

祉

屯

話

O
二
一
四
三
二
三
五
一
回

-l
近
隣
騒
音
1
1

-
園
町
圃
圃
圃
圃
圃
一あ
な
た
の

一品
百
句
田
酢
L
F
一

マ
ナ
l
で

一I
I
I
l
l
i
-
-

空
き
缶
問
題
l
L

函
館
中
央
警
察
署

八
雲
警
察
署

Q
U
R
n
Q
d

ロu

江
差
警
察
署

9
月
ロ
日

《北
相
山
智
務
理
か
ら
v

C.71 



父
親
不
在
と
か
記
柿
先
墜
と
か
い
わ

札
て
、
家
庭
的
中
で
の
父
税
の
あ
り
方

が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
訓
矧
す
る
よ

う
な
品
調
も
あ
れ
ば
、
同
情
し
て
激
励

す
る
立
場
内
人
も
い
ま
す
.
文
判
明
の
側

か
ら
考
え
る
と
、
父
親
に
と

っ
て
』
品
川

に
居
心
地
的
い
い
家
嵯
も
あ
れ
ば
、
帰

宅
す
る
の
に
気
が
重
〈
、
融
身
時
代
が

な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
よ
う
な
家

庭
も
あ
り
ま
す
.

居
心
地
と
い
う
の
は
主
観
的
主
も
の

で
す
.
晩
酌

・
テ
レ
ビ

一
風
呂
が
あ
り

さ
え
す
れ
ば
満
足
と
い
う
人
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
何
何
世
話
も
し
て
も
ら
い
た

く
な
い
と
い
っ
て
、
食
事
も
自
分
で
つ

く
り
、
他
的
家
族
と
は
情
附
係
に
郭
ら

し
て
い
る
父
親
も
い
ま
す
。
制
人
に
と

っ
て
回
心
地
の
い
い
状
態
は
，
場
つ
の
で

す
.し

か
し
川
心
地
が
い
い
と
感
じ
さ
せ

る
基
本
的
主
長
何
は
あ
る
と
思
い
ま

す
.
そ
れ
は
自
分
が
家
族
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
期
待
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
い

と
思
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
妻
や
子
供
か
ら
刺
り
に
さ
れ
愛

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

す
.

ー
あ
っ
、
お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
き

、--

父
親
に
と
っ
て

居
心
地
の
い
い
家
庭

東
京
都
立
大
学

教
授
・
心
理
学

一一.

た
」
と
了
仰
が
歓
声
を
あ
げ
て
出
迎
え

れ
ば
、
父
親
は
披
れ
も
忘
れ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
.

人
川
町
感
情
は
州
立
的
な
も
円

r

す
.
相
手
が
円
分
に
灯
官
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
こ
ち

』り
も
そ
町

相
干
に
好
誼
を
も
ち
ま
す
.
文
総
と
家

族
内
側
係
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
訂

え
ま
す
.

自
分
は
こ
の
家
峡
に
量
さ

れ
、
あ
て
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う
こ
と

が
回
心
地
め
よ
さ
の
第

一
条
円
だ
と
思

い
ま
す
。

父
親
が
不
在
の
と
き
母
親
が
父
親

の
こ
と
を
ど
う
話
す
か
に
よ
っ
て
チ

供
の
文
却
に
対
す
る
態
度
は
太
き
く
変

化
し
ま
す
。「
あ
の
人
は
駄
目
な
人
よ
」

と
い
つ
よ
う
な
r
判
定
的
な
可
川
棚
を
し
て

い
る
と

f
供
は
文
組
に
止
噌
的
に
な

詫T

)争

高

衡

っ
た
り
担
枕
し
た
り
し
ま
す

.F十供
が

時
現
向
日
ば
か
り
も
っ
て
日
分
に
反
抗

的
に
な
る
の
は
、
文
相
帆
に
と

っ
て
は
悲

し
く
、
不
愉
快
な
こ
と
で
す
.
こ
の
よ

ヲ
な
場
A
け
な
ぜ
そ
ワ
な
勺
た
か
の
限

凶
は
た
い
へ
ん
政
雑
で
す
が
こ
れ
が

京
雌
を
出
域
へ
と
時
く

U
と
つ
円
相
官
凶

で
あ
る
ニ
と
は
川
迎
い
主
い
こ
と
な
の

で
す
。

旧
郵
便
年
金
に
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

八
月
末
日
ま
で
は

特
別
一
時
金
の
支
払
い
が

受
け
ら
れ
ま
す

い
ま
の
子
供
た
ち
は
、
物
に
恵
ま

れ
た
社
会
に
育
ち
、
飢
え
を
知
ら
な

い
世
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
こ
町
社

会
が
つ
く
り
出
し
た
教
育
し
つ
け

で
の
さ
ま
さ
ま
な
勿
マ
イ
ナ
ス
而
々

が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
.

「
い
い
中
学
‘
い
い
高
校
・
大
学
ご
と

い
っ
た
教
育
に
対
す
る
過
熱
‘
急
激

な
都
市
化
な
ど
に
よ
る
心
の
荒
廃
や

非
行
円
増
大
、
さ
ら
に
学
生
が
実
社

会
に
出
た
が
ら
な
い
、
い
わ
印
る
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
現
象
.
現
代
は
、

背
生
年
何
人
間
形
成
に
と
っ
て
好
ま

し
く
な
い
状
況
が
多
い
と
い
え
ま
す
.

い
く
ら
物
に
恵
ま
れ
、
社
会
が
盟

か
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
そ

の
ま
ま
心
的
盟
か
き
に
は
つ
な
が
ら

な
い

l
!こ
町
、
」
と
を
も
う
一
度
確

認
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
の
あ
り
方
を
見
極
的
、
実
践
し

て
い
〈
-}
と
が
大
切
で
す
.

子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
と
っ

て
大
切
な
の
は
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
で
す
.

社
会
生
活
に
適
応
し
て
い
く
た
め
に

欠
か
せ
な
い
基
本
的
な
も
の
の
考
え

方
‘
道
徳
に
基
づ
い
た
行
動
向
仕
方
、

こ
う
し
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
は
、

家
庭
を
は
じ
め
友
達
や
社
会
的
中
で

自
然
と
身
に
つ

い
て
い
く
も
の
と
い

え
ま
す
。

し
か
し
現
実
に
目
を
向
け
れ
ば
、

，.
 一慣

一

一習
一

一
早由

一:
 

一生
一

一な
一

ナ
廿
二

一AH
H

一

↓本
一

一某
一

健全な成長に欠かせ怠い

子供の

あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
も
の
を
粗

末
に
す
る
な

r.
基
本
的
な
生
活
習

慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
供
た
ち

が
地
え
て
い
ま
す
.

こ
う
し
た
事
実
を
考
え
る
と
.
子

供
た
ち
の
成
長
謀
胞
と
し
て
基
本
的

な
生
活
習
慣
町
養
成
を
位
置
づ
け
る

必
要
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
.

基
本
的
な
生
活
習
慣
を

身

に

つ

け

さ

せ

る

た

め

に

⑤ 

-v
あ
い
さ
つ
企

「お
は
よ
う
」
「
た
だ
い
ま
」
「
「
お

や
す
み
な
さ
い
」
な
ど
、
家
族
と
う

し
の
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
ま
た
、

「あ
い
さ
つ
通
り
」
「
あ

い
き
つ
広
場
L

を
利
用
し
た
り
、
山

歩
き
な
ど
の
機
告
を
利
用
し
て
、
見

知
ら
白
人
に
も
あ
い
さ
つ
や
会
釈
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

-v
交
通
ル
ー
ル
企

交
通
信
号
を
守
る
、

憤
断
書
道
を

渡
る
な
ど
の
交
通
ル

ル
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
.

-v
時
聞
の
励
行
企

帰
宅
時
間
や
寝
る
時
間
な
ど
、
約

束
同
時
聞
が
守
れ
る
よ
う
に
す
る
.

V
思
い
や
り
企

相
手
町
立
場
が
尊
重
で
き
る
よ
う

に
す
る
.

-v
公
徳
、
心
企

廃
物
で
何
か
を
つ
く
る
な
ど
し
て
、

自
分
の
物
に
限
ら
ず
、
公
共
の
物
を

大
切
に
す
る
心
を
整
う
。

A 

フ
ロ
パ

[ B ) 

ン
ガ
ス
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

プ
ロ
パ
ン
が
ス
は
、
わ
た
し
た
ち
の

身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
‘
と
し
て
日
出
生
前

に
大
か
せ
主
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
取

扱
い
方
を
誤
る
と
大
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
.

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
町
市
下
位
防
止
の
た
め

式
的
こ
と
に
注
芯
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
占
火
的
際
は
、
石
火
の
有
無
を
必

ず
口
で
帥
W
惜
し
ま
し
ょ
う
.

二
、
使
川
後
は
足
せ
ん
時
只
せ
ん
を

必
ず
間
的
、
諮
る
，
川
な
ど
は
こ
れ
を
附

芯
す
る
な
ど
充
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
.

ヒ
毎
菖
ボ
ラ
ン
憲
章
力
制
定
こ

↓?、，

i
テ
ィ
ア
E
R
Z
E『

G
f
t
x

迫
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
怒
章
が
き
ま
り

ま
し
た
a

こ
の
沼
草
制
定
を
契
機
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
前
動
が
一
一
肘
活
発
と
な

る
よ
う
望
む
も
の
で
す
。

ア
パ
ー
ト
や
7

ン
シ
ョ
ノ
な
ど
の
北

向
住
宅
、
料
理
飲
食
底
、
旅
館
‘
ホ
テ

ル
、
絹
院
、
診
療
所
等
に
設
置
の
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
用
の
燃
焼
山
市
に
つ
い
て
は

昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
原
則
と

し
て
プ
ロ
パ
ン
方
ス
用
の
が
ス
漏
れ
響

報
酬
市
内
設
誼
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
既
存
の
も
の
は
、
三
年
川

町
柄
干
期
間
が
あ
り
ま
す
.

-
お
問
い
A
H
わ
せ
は
、

櫓
山
支
斤
商
工
労
働
録
立
は
、
道
商
工

観
光
都
産
揖
保
安
線
ま
でつ

い
て

• 呈主呈
，宅雪、

地
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
よ
ろ
こ

び
と
し
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
自
ら
を
向
的
、

人
間
愛
に
も
と
づ
い
て
実
践
す
る
よ

う
つ
と
め
ま
す
。

一
、
わ
た
〈
し
た
ち
は
、
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
友
霊
と
日
頼
の
輸
を
広

げ
ま
す
.

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
.
州
は
か
な
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
す
る
気
風
が
満
ち
あ

，，
 

ふ
れ
る
よ
う
、
そ
円
さ
き
が
け
と
な

り
ま
す
.八

北
出
逃

章

• 

北
海
道
に
住
む
わ
た
く
し
た
ち
は

た
く
ま
し
さ
と
世
か
い
心
を
も
っ
て
生

き
が
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
に
力
を
A
H

わ
せ
ま
す
.

こ
こ
に
わ
た
く
し
た
ち
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
も
つ
役
川
町
土
切
さ
を
山

ほ
し
、
こ
の
巡
章
を
定
め
ま
す
.

一

わ
た
〈
し
た
ち
は
‘
す
す
ん
で
地

総
務
剛
掛
か
ら
v

町
広
報
紙
に
ご
希
望
ガ
あ
り
ま
し

E
ら、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

企

画

課

広

報

係

|

[ 9 ) 
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活
氾

nソ
日
目
点
火
斗

A-

1
4
0
ふ

f
ニコロ

pau

税
務
相
談
の
専
門
的
窓
口

と
し
て
全
国
十
二
の
国
税
局
に

「
税

務
相
談
室
」
が
、
主
要
都
市
に
あ
る

百
三
十
九
円
税
務
署
に
は

「
税
務
相

談
室
内
分
室
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す。
こ
れ
ら
の
税
務
相
談
窓
口
で
は
、

税
に
つ
い
て
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

持
つ
相
談
官
が

「
正
し
い
悦
知
識
で

適
正
な
納
税
を
」
を
モ
y
ト
に
、

納
税
者
向
皆
さ
ん
の
相
談
や
苦
情
に

応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法
は
、
電
話
を
使
え
ば
手

軽
で
使
利
。
税
務
相
談
室
で
は
、
電

話
に
よ
る
相
談
を

「
テ
レ
ホ
ン
・
サ

ー
ビ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
現

在
、
相
談
内
約
八
割
は
電
話
に
よ
る

電
話
で
お
気
軽
に

「
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
的
だ
が
、

住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
に
は
ど
ん

な
手
続
き
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

「パ

l
ト
に
出
て
か
な
り
の
収
入
を

得
る
よ
う
に
を

つ
た
め
だ
け
ど
、
税

金
は
ど
う
な
る
の
か
し
ら
」

「
贈
与
税
円
計
算
方
法
が
知
り
た
い

の

だ

が

し

大切な成分一直

血液をつ

こ
の
よ
う
に
、
税
金
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
こ
と
や
詳
し
く
知
り
た
い

こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
お
気
軽
に
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
職
員
が
、
面
談
は
も
と
よ

り
、
電
話
に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

一
方
、

空を見てみ日野原などに寝ころがリ、

ょう 。小さな雲、 ミネラノレ (無機質)には、カノレンウム、 リ

ン、鉄などがあります。このうち、鉄は血液

をつくる大切な成分として、なくてはならな

いものです。

鉄は血液の中で酸素を主主ぶ役目をするヘモ

グロビンの重要な成分です。ですから、この

鉄の摂取がスム ズに行われないと、血液を

つくるのに支障をきたし、貧血の原因になり

ます。

貧血症状は、 一般的に男性に比べて女性に

多く見られます。厚生省の調査によりますと、

成人女性(25歳-49歳)の 5人に 1人が貧血

気味です。そして、約10人に l人(8 -13%) 

は、明らかに貧血であると報告されています。

なかでも深刻lなのは、妊婦および授乳婦で、

妊娠前期では18%、妊娠後期では39%、授乳

期lでも23%が貧血という結果がでています。

アンパン

ゆっくリ

サーッと流れる雲・・・…いろい

。
を雲

雲

な

。
る
か

骨
量
一
え
る

た

見

え

じ

に

見

を

顔

に

う

の

何

こ

人

が

て

つ

雲

て

か

は

た

の

に

み

ウ

ミ

に

ソ

キ

・

の

図

・

も

くリ、

キミだけのあ、話をつ

どんな面友達に話してやろう。

臼い話ができるかな?

のような雲。

く

て

よ

え

を

見

雲

に
な
・
の

ん
・
も

そ

なろ'
iv ろ

t
L
V
 

大きな雲、

ろな雲があリますネ。

見ていると、

さませんか?

動く雲、

f】d

Clo) 

女性の貧血は、本人だけでなく、妊娠・出

産・授乳の過程で、胎児や乳児の成長にも大

きな彩響を及ぼすわけですから注意が必要で

す。

貧血の原因はいろいろ考えられますが、ア

ンバランスな食事による栄養不足、とりわけ

鉄の摂取不足による場合が多いようです。

鉄を多く含む食品としては、まず緑黄色野

菜(ホウレンソウ、コマツナ)、魚肉、卵黄が

あげられます。

鉄のm取量は、ふつう成人で 1日当たり、

男子が10mg、女子が12mgといわれています。

鉄の不足で貧血にならないために、常に栄養

のハランスに注意しましょう。

設
符

，

J
F
h
N
C
 

〈趣旨〉 水は、私芝ちの包巳の暮らしゃ農業、工業などの産業活動を支え

ていくうえで重要芯役割りを果たしていぎす。

水需要は、生活水準の向よ、産業経済の進展1こ伴って今後とも増加ガ見

込まれますガ、 方、タム等による水資源の開発は次第に困難と怠ってい

きす。

また、大都市地域を中I~ として、水不足ガ避けまttc\などの不安定な状況

が続くものと想定されています。

このよう息状況に対処する芝めには、やはり水資源開発をさら1こ積煙的

1ご進めることが必要ですガ、同時に水資源の有効利用を促進するなどの総

合的芯水需結対策も准進していく必要ガあります。

もちろん、このような胞策を推進するに当だっては、 一人一人ガ水に対

する認識を改め、水の価値と車問題に対する理解を深めることが不可欠で
水道

す。

このため、毎年8月1日を「水の日」とし、この日を初日とする1週間

を「水の週間J と定め、各種の行事を実施し、水資源の育慢性、水の貴重

さ、水資源開発の重要位に対する園民の関山を高め、図解を深めることと

しています。

8月 1 日⑧~7 日⑮

(11) 

厚生省都道府県
日本水道協会
全国簡易水道協議会
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広報口口 お Lらせ 口口口広報ロロ お Lらせ口口口広 報口口 お Lらせロ ロ ロ広 報口口 ぉ Lらせ口ロロ

~ [I・ 8月の休日当喬医 ・郵便局からのお知らせ 1: 
"'1 7日 今金町岩I1U医院 E② o0 5 7 郵便局では、加 9回「私的アイデアJti金箱」コ !口

二| 附 今金町国保病院 E② o2 2 1 〆ク ノレの作品を綜集してお ります。 Il?
中 21日 北楠山町国保病院E④ 53 2 1 砂応募資格小学生、中学生 |ニ

ぞ 28日 今金町国保荊院 同 0221 砂応募作品 iふ
叩什・昭和 58年度北海道職員初級試験 (1)作品は止の内容のものとする 生

~I 案内について ・材料は自由・新しく躍しいアイデアが生カされ出

掛| 受付期間 8月22日-29日 ているも町・英しく使いやすいもの・大きさは |口

車| 第 l主試験日 10月 16日 辺の長さ 25cm以内(これを超えると先栴 In
~I 畳 験 資 格 高 校 牢蝉程度 制加 1人 l川限る。 1費
剖| ・昭和58年度北海道職員公立小、 (3)作品は、児車生徒本人が白から製作したもの |日

割| 中学校事務織員の中級試験案内 で雌に耐えfゆるものとする・ |鈴

掠| について (4)作品には、応募者同氏名 所属学校名及び学 Ir 
oil 受付期附については前項と同じです. 年を明記する こと。 I ~
桝| 受 験 資 格 短 大山専卒業位度 なお、新しいアイデアで説明を要する作品には !口

~I いずれも帖み川紙は、役場総務訓務係にあ 説明文をつけること。 I~
督りま す。 砂出品の締切り 91-110日までに 1';;: 
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